
一

本
稿
の
要
旨

本
稿
は
、『
長
恨
歌
』（
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
十
二
所
収
）
に
つ
い
て
、
漢

字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
、
そ
の
書
写
字
体
を
調
査
し
た
結
果
と

考
察
を
、
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

金
沢
本
長
恨
歌
は
、
そ
の
祖
本
の
伝
来
は
、
白
居
易
と
同
時
代
で
あ
り
、
本
文

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
最
も
古
い
内
容
を
伝
え
る
旧
鈔
本
の
代
表
で
あ
る
。
そ

の
後
の
宋
版
本
系
の
新
し
い
本
と
は
、
本
文
が
異
な
る
。

こ
の
時
代
は
、
文
字
史
の
う
え
で
は
、
新
し
い
字
体
規
範
を
し
め
し
た
開
成
石

経
の
成
立
時
期
で
あ
り
、
そ
の
後
の
宋
版
本
に
ひ
き
つ
が
れ
る
。
一
方
、
日
本
の

奈
良
時
代
以
降
の
標
準
字
体
は
、
白
居
易
よ
り
以
前
の
初
唐
期
に
由
来
す
る
。

金
沢
本
長
恨
歌
の
書
写
字
体
は
、
実
際
に
書
写
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
初
期
の
日
本

標
準
の
字
体
に
基
本
的
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
文
の
系
統
（
古
鈔
本

系
か
版
本
系
か
）
と
、
本
文
の
書
写
字
体
の
標
準
（
開
成
石
経
系
か
初
唐
写
本
系

か
）
は
、
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
は
、
開
成
石
経
字
体
の
規
範
と
し
て
の
意
味
、
お
よ
び
、
日
本
に
お
け
る

標
準
書
写
字
体
の
実
態
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
察
・
研
究
の
資
料
と
な
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
学
術
的
利
用
価
値
を
確
認
す
る

も
の
で
も
あ
る
。

二

本
稿
の
意
図

立
命
館
大
学
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
の
設
立
と
と
も
に
設
け
ら
れ

た
、
第
一
回
の
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
賞
を
受
賞
し
た
の
が
、「
漢
字
字
体

規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
代
表
、
石
塚
晴
通
）
で
あ
る
こ
と
は
関
係
者
の
記
憶
に
新

し
い
。

だ
が
、
こ
の
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
本
格
的
に
も
ち
い
て
、
あ
る
文

献
の
表
記
に
つ
い
て
、
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
た
研
究
は
い
ま
だ
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い

H
anzi

と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
英
語
名
（
＝

Norm
ative

Glyphs

）
の
略
称
と
し
て
「
Ｈ
Ｎ
Ｇ
」
と
称
す
る
。

本
稿
で
は
、『
長
恨
歌
』（
唐
白
居
易
）
の
金
沢
文
庫
本
（
日
本
鎌
倉
時
代
初
期

写
）
を
、
基
本
資
料
と
し
て
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
を
利
用
す
る
。
唐
代
よ
り
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
中
国
文
献
の
、
日
本
に
お
け
る
書
写
の
実
態
や
変
遷
の
一
端
の
解
明
を
こ
こ
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範
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ろ
み
る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
を
利
用
す
る
う
え
で
の
諸
問
題
（
有
効
性
）
を
考
察
し
、

よ
り
有
効
な
利
用
の
た
め
の
方
法
論
を
さ
ぐ
る
も
の
で
も
あ
る
。

な
お
金
沢
本
の
書
写
字
体
に
は
、
太
田
次
男
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
宋
版
と
日

本
の
旧
鈔
本
と
の
字
体
の
比
較
検
討
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
字
体
の
概
念

と
し
て
は
『
干
禄
字
書
』
に
よ
る
「
正
字
・
俗
字
」
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
現
在
、

Ｈ
Ｎ
Ｇ
が
一
般
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
各
種
の
文
字
資
料
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
に
よ
っ
て
、
日
本
・
中
国
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
歴
史
的
研
究
は
、

新
た
な
段
階
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
本
稿
は
、

現
在
の
研
究
の
視
点
か
ら
、
改
め
て
、
金
沢
本
白
氏
文
集
の
書
写
字
体
の
調
査
研

究
を
こ
こ
ろ
み
る
も
の
で
あ
る
。

ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
二
点
が
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
、
実
際
の
文
字
表
記
研
究
の
資
料
と
し
て
利
用
を
こ
こ

ろ
み
る
こ
と
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
者
の
意
向
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
そ
の

利
用
の
方
法
論
を
考
え
る
こ
と
。

二
、
長
恨
歌
（
金
沢
文
庫
本
）
の
表
記
に
つ
い
て
、
文
字
の
字
体
史
の
観
点
か

ら
考
察
す
る
こ
と
。

三

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
『
長
恨
歌
』
に
つ
い
て

ま
ず
、
基
本
的
書
誌
事
項
に
つ
い
て
概
略
す
る
。
本
稿
の
研
究
目
的
と
し
て
、

な
ぜ
、
こ
の
資
料
を
対
象
と
し
て
選
ん
だ
か
を
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

『
白
氏
文
集
』（
単
に
『
文
集
』
あ
る
い
は
『
白
氏
長
慶
集
』
と
も
）
は
、
唐
時

代
の
詩
人
で
あ
る
白
居
易
（
白
楽
天
、
七
七
二
─
八
四
六
）
の
作
品
集
で
あ
る
。

伝
存
す
る
の
は
そ
の
う
ち
七
一
巻
。
版
本
と
し
て
は
、
南
宋
紹
興
本
、
日
本
元
和

（
１
）

（
２
）

那
波
本
（
古
活
字
）、
明
馬
元
調
本
、
日
本
明
暦
本
、
清
汪
立
名
本
、
な
ど
が
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
最
も
一
般
的
な
書
名
と
し
て
白
氏
文
集
を
使
用
す
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
前
述
の
宋
版
本
以
前
の
写
本
が
、
日
本
伝
存
旧
鈔
本
と

し
て
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
が
「
神
田
本
白
氏
文
集
（
巻
三
・

四
）」
や
「
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
」
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
本
は
、
か
つ
て
金
沢
文

庫
に
旧
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
巻
六
・
九
・
十
二
・
十
七
・

二
十
一
・
二
十
二
・
二
十
四
・
二
十
八
・
三
十
一
・
三
十
八
・
三
十
九
・
四
十

一
・
四
十
七
・
五
十
二
・
五
十
四
・
六
十
二
・
六
十
三
・
六
十
五
・
六
十
八
が
大

東
急
記
念
文
庫
に
、
巻
三
十
三
が
天
理
図
書
館
に
、
所
蔵
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
影
印

複
製
本
が
あ
る
。
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
も
、
巻
十
四
・
五
十
九
な
ど

が
あ
る
。
す
べ
て
均
一
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
所
謂
と
り
あ
わ
せ
本
で

あ
る
。
本
稿
の
調
査
で
は
、
勉
誠
社
版
の
影
印
複
製
（
巻
十
二
）
に
依
拠
し
た
。

金
沢
文
庫
本
の
書
写
・
校
訂
は
、
主
と
し
て
豊
原
奉
重
の
手
に
な
る
も
の
で
あ

り
、
書
写
・
校
合
・
移
点
の
年
次
は
、
鎌
倉
時
代
の
初
期
、
寛
喜
～
建
長
年
間

（
十
三
世
紀
の
は
じ
め
）
に
わ
た
る
。

そ
の
う
ち
、
十
二
、
三
十
一
、
四
十
一
、
五
十
二
、
五
十
九
の
巻
に
は
、
會
昌

四
年
（
八
四
四
）
の
恵
蕚
の
本
奥
書
が
あ
る
。
會
昌
四
年
は
白
居
易
の
生
存
中
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
白
居
易
の
詩
人
と
し
て
の
活
動
と
同
時
代
に
、
既
に
日
本
に
テ

キ
ス
ト
が
伝
来
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

本
稿
で
は
、
調
査
の
対
象
と
し
て
、
金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
巻
十
二
の
う
ち
長

恨
歌
を
と
り
あ
つ
か
う
。

白
氏
文
集
の
う
ち
か
ら
長
恨
歌
を
対
象
と
し
た
の
は
、
次
の
三
つ
の
理
由
に
よ

る
。

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
『
長
恨
歌
』
の
漢
字
字
体
の
実
態

五
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一
、
巻
十
二
の
所
収
で
あ
り
、
そ
の
金
沢
本
は
、
本
奥
書
を
た
ど
れ
ば
、
白
居

易
と
同
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
。
そ
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
旧
鈔
本

系
と
し
て
、
後
世
の
版
本
系
よ
り
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
既
に
立
証
さ
れ

て
い
る
。

二
、
白
氏
文
集
全
体
、
お
よ
び
、
長
恨
歌
単
独
で
、
多
く
の
写
本
・
版
本
が
伝

存
し
て
お
り
、
比
較
対
照
で
き
る
資
料
の
範
囲
が
広
い
こ
と
。
今
後
の
研
究

の
出
発
点
と
し
て
適
切
で
あ
る
こ
と
。

三
、
長
恨
歌
そ
れ
自
身
が
き
わ
め
て
著
名
な
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
字
体
調

査
の
対
象
と
し
て
分
量
が
手
頃
で
あ
る
こ
と
（
総
字
数
で
約
八
〇
〇
字
ほ
ど
、

異
な
り
字
数
で
五
〇
〇
字
ほ
ど
）。

こ
こ
で
、
金
沢
本
白
氏
文
集
集
巻
十
二
の
奥
書
を
確
認
し
て
お
く
。「
會
昌
四

年
…
…
」
は
、
本
奥
書
で
あ
る
。「
等
鳫
／
恵
白
」
は
双
行
に
書
か
れ
て
い
る
。

會
昌
四
年
十
四
日

等
鳫
／
恵
白

建
長
四
年
正
月
一
日
傳
下
貴
所
御
本
校
合
又
畢

唯
寂
房
書
写
之

寛
喜
三
年
三
月
三
日
書
寫
了

寂
有

同
月
中
旬
校
合
移
點
了

右
金
吾
校
尉
豊
奉
重

嘉
禎
二
年
三
月
十
一
日
以
唐
本
聊

比
校
之
了

四

漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
利
用
の
概
略

漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｈ
Ｎ
Ｇ
）
は
、
北
海
道
大
学
の
石
塚
晴
通
を

中
心
と
し
て
作
成
・
運
用
さ
れ
て
い
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
利
用
す
る
漢
字
の

字
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
作
成
者
の
石
塚
晴
通

に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
稿
の
利
用
目
的
に
即
し
た
範
囲
で
簡
略
に

記
す
。

Ｈ
Ｎ
Ｇ
は
、
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
で
の
、
各
時
代
・
地
域
の
標
準
的
な
漢
字

の
字
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
規
範
性
と
実
態
を
実
証
す
る
た

め
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
地
域
的
に
は
、
中
国
は
無
論
の
こ
と
と
し
て
、

敦
煌
文
献
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
ま
で
、
は
ば
ひ
ろ
く
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

時
代
的
に
は
、
古
く
は
、
中
国
南
北
朝
あ
た
り
か
ら
、
宋
版
本
の
時
代
ま
で
を
あ

つ
か
う
。
日
本
は
、
奈
良
時
代
写
経
か
ら
は
じ
ま
り
、
日
本
書
紀
は
江
戸
時
代
の

版
本
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。

過
去
数
十
年
に
わ
た
る
、
石
塚
晴
通
の
文
字
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
と

し
て
、
二
〇
〇
五
年
三
月
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
と
運
用
を
開
始

し
て
い
る
。

文
字
を
検
索
す
る
と
、
各
文
献
か
ら
、
該
当
文
字
に
つ
い
て
、
代
表
的
字
体

（
字
体
に
ゆ
れ
が
あ
る
場
合
は
複
数
）
を
一
例
づ
つ
、
画
像
デ
ー
タ
と
し
て
表
示

す
る
。
表
示
の
配
列
は
、
地
域
別
・
時
代
別
と
な
っ
て
い
る
。
検
索
結
果
は
、
次

の
四
段
に
分
け
て
表
示
さ
れ
る
。

一
段
目
は
敦
煌
文
献
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
中
国
の
写
本
資
料

二
段
目
は
開
成
石
経
か
ら
宋
版
本
の
中
国
資
料

三
段
目
は
日
本
の
古
写
経
か
ら
江
戸
期
の
日
本
書
紀
版
本
の
資
料

四
段
目
は
朝
鮮
半
島
地
域
の
資
料

本
稿
執
筆
時
点
で
の
文
献
数
は
、
二
〇
〇
六
（
平
成
十
八
）
年
度
ま
で
の
入
力

（
３
）
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デ
ー
タ
で
あ
り
、
予
定
七
四
文
献
中
の
四
八
文
献
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
文
献
数
を
確
認
し
た
の
は
、
将
来
、

収
録
デ
ー
タ
が
増
加
し
た
場
合
、
本
稿
で
の
字
体
の
判
別
も
変
化
す
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
文
字
に
よ
っ
て
は
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
側
に
資
料
が
存
在
し
な
い
、
あ

る
い
は
、
き
わ
め
て
限
定
的
に
少
数
で
あ
る
た
め
、
判
断
不
可
と
せ
ざ
る
を
え
な

い
事
例
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
収
録
デ
ー
タ
の
今
後
の
増
加
に
よ
っ
て
、
判
断
が
可

能
と
な
り
、
あ
る
い
は
、
判
断
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。

あ
く
ま
で
も
、
本
稿
執
筆
時
点
で
の
収
録
デ
ー
タ
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

五

漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
標
準
字
体
の
概
念

Ｈ
Ｎ
Ｇ
作
成
の
中
心
で
あ
る
石
塚
晴
通
に
よ
る
、
用
語
の
定
義
、
お
よ
び
、
標

準
字
体
の
変
遷
に
つ
い
て
の
説
を
、
簡
略
に
確
認
し
て
お
く
。
本
稿
の
筆
者
の
研

究
は
、
基
本
的
に
、
こ
の
石
塚
晴
通
に
の
っ
と
っ
て
い
る
（
以
下
、
石
塚
字
体
基

準
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
）。

な
お
、
あ
え
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
漢
字
の
字
体
史
研
究
に
お
い
て
、
本
稿
で

あ
つ
か
う
石
塚
字
体
基
準
の
み
が
、
唯
一
の
通
説
と
い
う
べ
き
規
範
的
基
準
論
で

あ
る
わ
け
で
な
い
。
し
か
し
、
現
時
点
に
お
い
て
、
こ
れ
に
代
わ
る
、
日
本
と
中

国
に
ま
た
が
る
有
効
な
漢
字
字
体
変
遷
モ
デ
ル
を
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な

い
。
ま
た
、
逆
に
、
本
稿
で
と
り
あ
つ
か
う
金
沢
文
庫
本
長
恨
歌
と
石
塚
字
体
基

準
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
有
効
性
を
検
証
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
石
塚
字
体
基
準
が
、
中
国
・
日
本
に
お
け
る
、
字
体

変
遷
の
モ
デ
ル
の
一
つ
と
し
て
検
証
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
て
、
調
査

（
４
）

の
結
果
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

石
塚
字
体
基
準
で
は
、
書
体
・
字
体
・
字
形
を
、
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

書
体

漢
字
の
形
に
於
て
存
在
す
る
社
会
共
通
の
様
式
。
多
く
は
其
の
漢
字

資
料
の
目
的
に
よ
り
決
ま
る
。
楷
書
・
草
書
等

字
体

書
体
内
に
於
て
存
在
す
る
一
々
の
漢
字
の
社
会
共
通
の
基
準

字
形

字
体
内
に
於
て
認
識
す
る
一
々
の
漢
字
の
書
写
さ
れ
た
形
そ
の
も
の

現
在
の
文
字
研
究
で
は
、
こ
の
他
に
、「
フ
ォ
ン
ト
・
グ
リ
フ
・
包
摂
」
な
ど
の

用
語
・
概
念
も
用
い
る
。
し
か
し
、
写
本
・
版
本
を
中
心
と
す
る
東
洋
古
典
籍
学

に
お
け
る
、
文
字
研
究
の
基
本
概
念
と
し
て
は
、
石
塚
字
体
基
準
の
定
義
は
、
十

分
に
有
効
で
あ
り
、
筆
者
も
こ
れ
に
し
た
が
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
最
近
の
文
字
研
究
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
補
足
的
に
述
べ
れ
ば
、
字
体

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
一
に
、
字
体
は
、
文
字
の
全
体
の
か
た
ち
、
と
い
う
よ
り
も
、
文
字
を
構
成

す
る
線
や
点
な
ど
の
基
礎
的
な
構
成
単
位
の
組
み
合
わ
せ
の
方
式
の
基
準
、
と
考

え
る
。

第
二
に
、
字
体
は
、
現
実
に
は
あ
る
程
度
の
ゆ
れ
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
包
摂
」
が
必
要
で
あ
る
。
字
体
の
ゆ
れ
と
は
、
線
の
長
さ
の
長
短
や
方
向
、
線

の
終
わ
り
を
「
は
ね
る
」
か
「
と
め
る
」
か
、
な
ど
の
違
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

統
合
し
て
同
じ
文
字
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
を
包
摂
と
い
う
。
包
摂
は
、
対
象
と

す
る
資
料
に
よ
っ
て
異
な
り
、
ま
た
、
人
為
的
に
定
義
の
変
更
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
古
写
本
類
で
は
、「
己
・
已
・
巳
」
や
、「
き
へ
ん
・
て
へ
ん
」

は
、
ほ
と
ん
ど
区
別
が
無
い
の
が
常
識
的
見
解
で
あ
る
（
包
摂
す
る
）。
し
か
し
、

現
代
の
明
朝
体
に
よ
る
活
字
資
料
に
お
い
て
は
、
明
確
な
区
別
が
あ
る
（
包
摂
し

金
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な
い
）。

金
沢
本
長
恨
歌
の
書
体
は
、
楷
書
に
部
分
的
に
行
書
を
ま
じ
え
た
も
の
で
あ
る
。

字
体
の
区
別
は
、
あ
く
ま
で
も
基
本
と
な
る
書
体
の
内
部
に
存
在
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
字
体
の
判
断
は
き
わ
め
て
微
妙
な
も
の
に
な
る
。

本
稿
の
調
査
で
は
、
次
に
述
べ
る
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
観
察
さ
れ
る
石
塚
字
体
基
準
、
つ

ま
り
、
開
成
石
経
・
宋
版
の
字
体
と
、
初
唐
お
よ
び
日
本
の
奈
良
時
代
以
降
の
写

本
の
字
体
と
の
間
に
見
ら
れ
る
顕
著
な
違
い
を
重
視
し
、
微
細
な
異
な
り
に
お
い

て
は
、
概
ね
包
摂
す
る
方
針
と
し
た
。

石
塚
字
体
基
準
は
、
中
国
・
日
本
の
標
準
字
体
の
変
遷
の
基
本
を
、
次
の
よ
う

に
整
理
す
る
。

一
、
中
国
で
は
初
唐
期
ま
で
に
標
準
字
体
（
楷
書
体
）
が
成
立
す
る
。
そ
の
後
、

中
唐
～
晩
唐
の
開
成
石
経
に
お
い
て
、
変
化
が
み
ら
れ
字
体
の
標
準
的
規
範

意
識
が
成
立
す
る
。
開
成
石
経
字
体
は
、
以
後
、
宋
版
な
ど
の
版
本
に
引
き

継
が
れ
て
い
く
。

二
、
日
本
の
標
準
字
体
は
初
唐
の
標
準
字
体
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ

れ
を
後
世
ま
で
受
け
継
い
で
い
る
。
宋
版
字
体
に
つ
い
て
は
、
部
分
的
に
影

響
を
う
け
る
も
の
の
、
本
格
的
に
変
化
す
る
の
は
、
近
世
初
期
以
降
の
版
本

に
お
い
て
で
あ
る
。

右
が
筆
者
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
の
石
塚
字
体
基
準
の
基
本
で
あ
る
。
な
お
、
石

塚
晴
通
は
次
の
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

三
、
細
部
に
わ
た
っ
て
み
れ
ば
、
個
々
の
文
字
ご
と
に
、
開
成
石
経
・
宋
版
本

字
体
へ
の
変
化
に
は
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
ま
た
、
資
料
に
よ
っ
て
も
、
特

に
公
的
な
も
の
で
あ
る
か
私
的
な
も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
異
な
り
が
観

（
５
）

察
さ
れ
る
こ
と
。

以
上
の
三
点
を
基
本
と
す
る
石
塚
字
体
基
準
に
し
た
が
っ
て
、
文
字
字
体
の
歴

史
と
地
域
に
つ
い
て
再
整
理
す
る
と
、
以
下
の
ご
と
く
に
な
る
。
大
き
な
流
れ
と

し
て
は
、
開
成
石
経
を
経
て
宋
版
本
へ
と
引
き
継
が
れ
た
字
体
は
、
明
朝
体
と
し

て
、
現
代
の
通
行
の
活
字
字
体
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現

在
の
我
々
が
、
中
国
や
日
本
の
古
写
本
な
ど
を
見
て
、
今
の
文
字
の
か
た
ち
と
異

な
る
と
認
識
す
る
場
合
の
多
く
は
、
初
唐
標
準
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、『
干
禄

字
書
』
な
ど
、
字
体
規
範
の
書
物
で
い
う
と
こ
ろ
の
所
謂
「
俗
字
」
な
ど
が
そ
れ

に
該
当
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
そ
の
書
写
の
時
点
に
は
お
い
て
は
、
標
準

の
字
体
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
石
塚
字
体
基
準
は
、
す
べ
て
の
漢
字
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
時
代
・
地
域
に
よ
る
字
体
の
違

い
が
認
め
ら
れ
る
文
字
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
異
体
字
に
つ
い
て
、

正
字
・
俗
字
な
ど
と
し
て
考
え
て
い
た
も
の
を
、
時
代
と
地
域
に
分
類
し
て
、
そ

の
範
囲
内
に
お
け
る
字
体
規
範
意
識
の
違
い
と
し
て
、
実
際
の
使
用
実
例
の
豊
富

な
収
集
・
調
査
か
ら
帰
納
的
に
研
究
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に

は
、
す
べ
て
の
文
献
が
同
一
字
体
で
あ
る
も
の
も
数
多
く
あ
る
。

六

石
塚
字
体
基
準
と
長
恨
歌

こ
こ
で
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
文
字
を
、
石
塚
字
体
基
準
を
も
ち
い
て
調
査
す
る
、

そ
の
意
義
と
目
的
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。

一
、
白
居
易
の
活
躍
し
た
時
代
（
中
唐
）
は
、
中
国
に
お
け
る
文
字
の
字
体
史

の
う
え
で
は
、
開
成
石
経
の
成
立
し
た
時
期
、
つ
ま
り
、
新
し
い
字
体
規
範

五
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基
準
の
確
立
の
時
期
と
、
ま
さ
し
く
重
な
る
。

二
、
白
氏
文
集
は
日
本
で
非
常
に
愛
好
さ
れ
、
白
居
易
と
同
時
代
に
、
既
に
日

本
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
金
沢
本
長
恨
歌
（
そ
の
祖
本
）
が
そ
れ
に
該
当

す
る
。
本
文
の
異
同
の
点
か
ら
は
、
旧
鈔
本
で
あ
る
金
沢
本
が
、
古
い
テ
キ

ス
ト
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
、
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

三
、
で
は
、
そ
の
本
文
を
書
写
す
る
文
字
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
現

存
す
る
金
沢
本
長
恨
歌
（
鎌
倉
時
代
初
期
写
）
の
書
写
字
体
は
い
か
な
る
も

の
で
あ
る
か
。
日
本
古
来
の
標
準
字
体
（
初
唐
標
準
）
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
開
成
石
経
字
体
（
白
居
易
の
時
代
）
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
調

査
検
証
の
必
要
が
あ
る
。

七

調
査
対
象
の
文
字

（
一
）
基
本
と
な
る
本
文
の
文
字

今
回
の
調
査
の
対
象
と
し
た
金
沢
本
長
恨
歌
は
、
影
印
本
の
巻
十
二
の

行
か

２６１

ら

行
で
あ
る
。
文
字
数
と
し
て
は
、
総
字
数
で
、
八
二
九
字
（
本
文
）
と
、
二

３０５
七
字
（
校
異
）
で
あ
る
。

形
式
的
に
は
、
タ
イ
ト
ル
の
「
長
恨
歌
」（
三
字
）、
本
文
の
各
句
（
七
字
）
の

総
数
が
一
二
〇
で
、
八
四
〇
字
。
合
計
で
、
八
四
三
字
（
総
字
数
）
で
あ
る
。

た
だ
し
、
同
じ
文
字
の
繰
り
返
し
（
畳
字
＝
々
）
が
ふ
く
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ

は
、
除
外
す
る
こ
と
に
な
る
。「
々
」
は
一
四
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。（

）

内
の
数
字
は
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
本
文
の
行
数
で
あ
る
（
以
下
、
同
様
）。

春
宵
々
々
（

）
處
々
（

）
揺
々
（

）
朝
々
暮
々
（

）
歸
々

２６７

２７２

２７４

２７９

（

）
遅
々
（

）
耿
々
（

）
悠
々
（

）
茫
々
（

）
山
々

２８２

２８６

２８７

２８８

２９１

（

）
詞
々
（

）
綿
々
（

）

２９２

３０３

３０５

本
文
の
誤
写
・
字
体
訂
正
、
誤
脱
字
の
行
間
へ
の
記
入
に
つ
い
て
は
、
本
文
の

文
字
と
し
て
あ
つ
か
う
。
加
筆
訂
正
な
ど
が
あ
る
場
合
、
そ
の
最
終
段
階
の
文
字

を
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
文
字
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。

（
二
）
行
間
の
書
き
入
れ
（
誤
脱
・
訂
正
）

誤
脱
・
訂
正
な
ど
に
つ
い
て
の
行
間
記
入
は
、
次
の
二
種
類
に
わ
か
れ
る
。

１
．
訂
正
す
べ
き
文
字
（
正
し
い
と
判
断
さ
れ
る
文
字
）
を
、
ま
ず
行
間
に
記

入
し
、
そ
の
後
、
本
文
の
文
字
に
対
し
て
、
後
ほ
ど
、
胡
粉
に
よ
る
塗
抹
や

墨
筆
の
加
筆
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
も
の
。

２
．
誤
脱
文
字
に
つ
い
て
、
本
文
中
に
小
さ
な
○
を
記
入
し
て
、
行
間
に
そ
の

当
該
字
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
も
の
。

専

訂
正
（

）
嬌

誤
脱
（

）
盡

訂
正
（

）
破

誤
脱
（

）

２６８

２６９

２７２

２７３

埃

訂
正
（

）
棧

訂
正
（

）
下

訂
正
（

）
顧

訂
正
（

）

２７７

２７７

２７８

２８１

葉

訂
正
（

）
都

誤
脱
（

）
展

訂
正
（

）
茫

訂
正
（

）

２８４

２８９

２８９

２９９

視

訂
正
（

）
殷

誤
脱
（

）

３００

３０３

こ
の
う
ち
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
意
味
で
の
字
体
の
異
同
に
か
か
わ
る
も
の
は

「
葉
」
で
あ
る
、

（
三
）
行
間
の
書
き
入
れ
（
校
異
）

校
異
に
か
ん
す
る
行
間
へ
の
書
き
入
れ
は
、
二
八
箇
所
あ
る
。
う
ち
、
摺
本
と

付
記
す
る
も
の
が
、
二
〇
例
に
お
よ
ぶ
。
金
沢
本
白
氏
文
集
の
校
訂
に
お
い
て
、

摺
本
と
称
さ
れ
る
本
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
も
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
宋
版
本
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
現
存
の
南
宋
紹
興
本
に
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
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本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
摺
本
（
宋
版
）
は
、
別
に
あ
つ
か
う
の
が
適
当
と

判
断
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
本
文
調
査
で
は
対
象
か
ら
は

ず
し
、
後
ほ
ど
別
途
、
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
摺
本
と
注
記

窓
→
閨
（

）
寝
→
宴
（

）
兄
→
躬
（

）
救
→
収
（

）

２６３

２６８

２７０

２７６

雲
→
云
（

）
廻
→
紆
（

）
内
→
苑
（

）
蛾
→
城
（

）

２７７

２７７

２８４

２８５

方
→
道
（

）
眇
→
渺
（

）
上
→
中
（

）
名
→
字
（

）

２８９

２９２

２９３

２９３

中
→
魂
（

）
擥
→
攬
（

）
偏
→
垂
（

）
涙
→
泪
（

）

２９５

２９５

２９６

２９８

歇
→
絶
（

）
視
→
望
（

）
持
→
将
（

）
鈷
→
股
（

）

２９９

３００

３００

３０１

對
此
如
何
不
涙
垂
（

）
※
「
摺
本
无
」
と
注
記
あ
り

２８３

（
二
）
イ
と
注
記

侍
→
待
（

）
躊
→
蹰
（

）
閣
→
閤
（

）
裏
→
下
（

）

２６９

２８０

２７７

２９５

（
三
）
注
記
な
し

花
→
華
（

）
奈
→
那
（

）
眼
→
面
（

）
宮
→
落
（

）

２７４

２７５

２７６

２８４

八

字
体
の
異
同
の
判
定
方
法

金
沢
本
長
恨
歌
に
つ
い
て
の
字
体
判
定
の
作
業
は
、
概
ね
次
の
手
順
に
よ
る
。

一
、
長
恨
歌
本
文
を
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
す
る
。

二
、
一
字
ご
と
に
、
字
体
の
合
否
の
判
定
を
く
だ
す
。
そ
の
時
の
基
準
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

１
．
判
定
の
基
本
と
す
る
の
は
、
調
査
対
象
で
あ
る
金
沢
本
長
恨
歌
で
の
使

用
字
体
で
あ
る
。

２
．
各
文
字
ご
と
に
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
と
対
照
す
る
。
同
一
文
字
は
、
一
括
処
理
せ

ず
に
、
逐
一
判
定
を
下
す
。

３
．
字
体
の
包
摂
は
、
金
沢
本
の
書
写
様
式
が
、
楷
書
に
行
書
を
ま
じ
え
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
厳
格
に
楷
書
の
字
体
（
開
成
石
経
）
に
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
、
柔
軟
に
対
処
す
る
。

三
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
表
示
さ
れ
る
文
字
を
、
基
本
的
に
五
分
類
し
て
比
較
対
照
す
る
。

こ
こ
で
示
す
資
料
番
号
は
、
調
査
時
点
で
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
の
も
の

で
あ
る
。

Ａ
．
初
唐
期
写
本

資
料
番
号
で
は

～

の
古
写
経
類

１０

１６

Ｂ
．
開
成
石
経

番
号
で
は

～

の
開
成
石
経
（
考
経
・
論
語
・
周

１７

１９

易
）

Ｃ
．
宋
版
本

番
号
で
は

～

の
宋
版
本
（
北
宋
・
南
宋
）

２０

３１

Ｄ
．
日
本
の
古
写
本
資
料

番
号
で
は

～

の
古
写
経
や
仏
教
関
係
の

５４

６６

典
籍

Ｅ
．
日
本
書
紀
古
写
本

番
号
で
は

～

の
日
本
書
紀

３３

３９

各
資
料
群
と
照
ら
し
て
、「
一
致
す
る
」「
一
致
し
な
い
」「
資
料
が
無
い
」
の
判

定
を
く
だ
す
。

Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
う
ち
、
字
体
の
判
定
資
料
か
ら
は
、
次
の
も
の
は
対
象
と
し
な
か
っ

た
。

中
国
の
南
北
朝
時
代
・
敦
煌
写
本
な
ど
（
石
塚
字
体
基
準
で
は
時
代
・
地
域

を
異
に
す
る
）

慶
長
勅
版
以
降
の
日
本
書
紀
の
版
本
（
時
代
が
新
し
く
資
料
の
性
格
が
異
な

る
）

朝
鮮
半
島
地
域
の
資
料
（
日
本
と
は
地
域
が
異
な
る
）

五
七
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こ
の
五
分
類
の
処
置
は
、
本
稿
の
調
査
の
目
的
が
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
字
体

調
査
で
あ
り
、
石
塚
字
体
基
準
に
よ
る
判
定
に
有
効
な
範
囲
に
限
定
し
整
理

す
る
た
め
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
調
査
の
対
象
が
、
白
氏
文
集
の
那
波
本
や

明
暦
版
本
に
ま
で
拡
大
す
る
と
き
に
は
、
慶
長
勅
版
以
降
の
日
本
書
紀
版
本

が
重
要
な
資
料
群
と
な
る
。

四
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
各
項
目
に
つ
い
て
の
判
定
を
見
て
、
総
合
的
に
最
終
判
断

を
く
だ
す
。
こ
の
と
き
の
判
断
の
基
本
は
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
文
字
が
、
石

塚
字
体
基
準
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
字
体
の
違
い
が
、
開
成
石

経
・
宋
版
群
と
、
初
唐
資
料
・
日
本
古
写
本
・
日
本
書
紀
写
本
群
と
の
間
に

明
瞭
な
差
違
と
し
て
認
定
で
き
る
か
ど
う
か
、
を
基
本
の
判
定
基
準
と
し
た
。

資
料
の
不
足
で
判
定
不
可
の
場
合
も
あ
る
。
日
本
の
写
本
資
料
の
無
い
も

の
、
初
唐
の
資
料
が
無
い
も
の
、
開
成
石
経
・
宋
版
資
料
が
無
い
も
の
な
ど

は
、
本
稿
で
採
用
す
る
石
塚
字
体
基
準
に
し
た
が
う
限
り
、
自
動
的
に
判
定

不
可
と
な
る
。

五
、
次
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
に
合
致
す
る
場
合
、
石
塚
字
体
基
準
に
従
う
こ
と

に
な
る
。

包
摂
な
ど
や
や
強
引
な
判
断
を
ふ
く
む
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
可
能
な
限
り
、

「
す
べ
て
一
致
」
か
「
石
塚
字
体
基
準
」
か
の
判
定
を
こ
こ
ろ
み
た
。

九

金
沢
文
長
恨
歌
の
表
記
判
定
の
結
果

そ
の
結
果
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
な
お
、
字
体
に
ゆ
れ
の
あ
る
「
起
」

と
「
愛
」
に
つ
い
て
は
、
重
複
し
て
し
め
す
。

（
一
）
す
べ
て
一
致
す
る
も
の

異
な
り

二
四
一

総
数

五
〇
五

長

恨

歌

漢

皇

重

色

思

傾

多

年

求

不

得

楊

家

有

女

成

養

在

深

人

未

識

天

生

麗

質

難

自

一

選

君

王

廻

百

六

宮

無

春

寒

賜

浴

華

清

池

泉

水

侍

兒

扶

力

始

是

新

澤

時

雲

花

歩

揺

度

苦

日

高

従

此

夜

佳

三

千

愛

身

玉

楼

和

兄

皆

列

可

光

戸

遂

令

下

父

母

心

入

青

楽

風

舞

陽

動

地

来

驚

破

裳

羽

衣

曲

九

城

乗

万

西

南

行

止

出

都

里

軍

何

馬

前

死

委

雀

頭

掩

眼

救

相

流

散

索

登

山

少

薄

江

聖

主

情

見

月

傷

雨

到

去

中

空

臣

東

信

依

如

面

秋

落

内

草

掃

梨

園

子

白

髪

阿

監

老

星

河

霜

誰

共

別

曽

夢

臨

方

士

客

以

精

誠

致

感

展

排

氣

奔

之

上

窮

両

忽

海

五

其

名

雪

差

小

雙

道

使

裏

推

珠

銀

屏

半

偏

冠

整

堂

吹

仙

擧

猶

似

容

干

枝

帯

含

音

恩

視

霧

持

物

表

合

分

堅

會

知

七

語

比

鳥

連

久

絶

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
『
長
恨
歌
』
の
漢
字
字
体
の
実
態

五
八

Ａ
．
初
唐
期
写
本

Ｂ
．
開
成
石
経

Ｃ
．
宋
版
本

Ｄ
．
日
本
古
写
本

Ｅ
．
日
本
書
紀
写
本

す
べ
て
一
致

○○○○○

石
塚
字
体
基
準

○

××

○○



期
（
二
）
石
塚
字
体
基
準
に
合
致

異
な
り

四
九

総
数

八
七

初

凝

承

金

起

此

歓

遊

宴

弟

土

男

處

慢

盡

足

復

餘

發

轉

眉

収

血

黄

断

聲

能

泥

顧

帰

對

垂

満

殿

眠

遅

与

経

為

勤

参

報

睡

覺

寂

照

安

将

願

（
三
）
石
塚
字
体
基
準
と
は
反
対

開
成
石
経
の
字
体
に
し
た
が
う
も
の

異
な
り

四

総
数

八

弃

顔

教

起

（
四
）
資
料
の
不
足
で
判
定
不
可
で
あ
る
も
の

異
な
り

一
五
三

総
数

一
九
〇

㝢

窓

朝

側

眸

笑

媚

粉

黛

温

滑

洗

脂

嬌

恩

鬢

芙

蓉

帳

暖

宵

早

侍

寝

閑

暇

専

寵

屋

粧

罷

酔

姉

妹

憐

彩

驪

仙

飄

緩

絲

竹

看

漁

鞞

鼓

霓

煙

騎

翠

奈

宛

蛾

鈿

翹

掻

涙

埃

漫

棧

縈

剣

嵋

旌

旗

蜀

碧

暮

猿

腸

馭

躊

躇

嵬

坡

霑

菀

太

液

央

柳

桃

李

梧

桐

葉

階

紅

椒

房

夕

螢

悄

燈

挑

鍾

耿

曙

鴛

鴦

瓦

冷

枕

衾

悠

魂

魄

卭

鴻

殷

覓

電

昇

遍

茫

縹

眇

玲

瓏

綽

妃

膚

皃

廂

叩

犯

擥

俳

佪

箔

邐

迤

鬟

袂

箟

寞

瀾

睇

謝

歇

蓬

莱

寰

釵

寄

鈷

扇

擘

詞

誓

私

翼

綿

（
五
）
金
沢
本
独
自
の
文
字

異
な
り

二
三

総
数

三
五

国

御

門

聞

闕

塵

蕭

閣

旋

龍

望

舊

開

秋

欲

故

虚

間

約

愛

留

但

理

結
果
を
ま
と
め
る
と
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
字
体
は
ほ
ぼ
石
塚
字
体
基
準
に
沿
っ

て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

一
、
金
沢
本
長
恨
歌
は
、
基
本
的
に
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
共
通
す
る
一
般
的
な
字
体
で
書

か
れ
て
い
る
。

二
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
異
同
の
あ
る
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
、
石
塚

字
体
基
準
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
の
初
唐
標
準
、
日
本
の
古

写
本
・
日
本
書
紀
写
本
に
一
致
し
、
中
国
の
開
成
石
経
・
宋
版
と
は
異
な
る
。

三
、
し
か
し
な
が
ら
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
石
塚
字
体
基
準
と
は
反
対
に
、
中

国
の
開
成
石
経
・
宋
版
の
字
体
を
使
用
し
て
い
る
例
が
あ
る
。

四
、
金
沢
本
独
自
の
字
体
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
（
書
写
者
独
自
の
字
体
、

あ
る
い
は
、
字
体
の
誤
認
識
と
お
ぼ
し
い
）。

十

校
異
の
文
字

行
間
に
異
文
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
摺
本
」
と
明
記
し
た
も
の
は
、
宋

版
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
摺
本
と
あ
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｎ

Ｇ
と
の
対
照
の
結
果
は
ど
う
で
あ
る
の
か
が
、
問
題
と
な
る
。
そ
の
結
果
は
、
つ

ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
摺
本
と
あ
る
異
文
の
文
字
は
、
旧
来
の
日
本
的
標
準
（
初

唐
標
準
）
に
し
た
が
う
か
、
ま
た
は
、
字
体
差
の
な
い
文
字
と
な
っ
て
い
る
。
校
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異
文
字
に
つ
い
て
は
、
宋
版
特
有
の
字
体
は
見
あ
た
ら
な
い
。

（
一
）
す
べ
て
一
致
す
る
も
の

躬
（

）
云
（

）
城
（

）
中
（

）
字
（

）
絶
（

）
望
（

）

２７０

２７７

２８５

２９３

２９３

２９９

３００

（
二
）
石
塚
字
体
基
準

宴
（

）
垂
（

）
将
（

）
股
（

）

２６８

２９６

３００

３０１

（
三
）
資
料
不
足
で
判
定
不
明
な
も
の

閨
（

）
紆
（

）
苑
（

）
渺
（

）
魂
（

）
攬
（

）
泪
（

）

２６３

２７７

２８４

２９５

２９５

２９５

２９８

こ
の
う
ち
、「
苑
」「
魂
」
は
、
本
文
で
の
使
用
字
体
と
同
じ
で
あ
る
。「
泪
」
は
、

Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
「
涙
」
に
合
一
さ
れ
て
お
り
、「
泪
」
の
字
体
が
見
あ
た
ら
な
い
。

「
閨
」
は
、「
門
」
の
み
に
注
目
す
れ
ば
、
本
文
と
は
逆
に
略
さ
ず
に
書
い
て
い
る
。

（
四
）
判
定
不
可
で
あ
る
も
の

収
（

）
道
（

）

２７６

２８９

こ
れ
ら
は
、
行
間
に
小
さ
く
記
入
す
る
た
め
、
か
な
り
字
を
崩
し
て
書
い
て
あ

り
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
と
の
照
合
が
困
難
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
一

石
塚
字
体
基
準
と
は
反
対
の
傾
向
を
し
め
す
文
字

金
沢
本
長
恨
歌
は
、
基
本
的
に
、
石
塚
字
体
基
準
（
つ
ま
り
中
国
の
初
唐
標
準
）

に
し
た
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
部
で
は
あ
る
が
、
逆
の
傾
向
、
つ
ま
り
、
中

国
初
唐
や
日
本
の
古
写
本
で
は
な
く
、
開
成
石
経
・
宋
版
の
文
字
に
ち
か
い
と
認

定
で
き
る
文
字
が
、
三
（
あ
る
い
は
四
）
字
あ
る
。
筆
者
の
判
断
に
つ
い
て
し
る

す
。・

弃
（

）
初
唐
・
日
本
写
本
で
は
「
棄
」。
開
成
石
経
・
宋
版
は
、
そ
の
異
体

２６３
字
で
あ
る
「
弃
」。

・
顔
（

・

・

）
三
例
あ
り
字
体
は
同
一
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、
兼
方
本
日
本

２６４

２６６

２８１

書
紀
の
み
に
一
致
す
る
。
左
側
の
「
彦
」
の
「
彡
」
部
分
に
つ
い
て
、
中
国

で
も
初
唐
写
本
ま
で
の
段
階
で
は
、
字
体
が
安
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
観
察

さ
れ
る
。
日
本
資
料
で
は
、
五
月
一
日
経
、
教
行
信
証
が
あ
る
が
、
字
体
は

安
定
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
開
成
石
経
・
宋
版
、
日
本
書
紀
版
本
で
は
、
現

行
の
「
顔
」
と
し
て
整
っ
た
字
体
と
な
り
、
ゆ
れ
が
な
い
。
金
沢
本
の
文
字

は
、
日
本
の
標
準
よ
り
も
む
し
ろ
開
成
石
経
・
宋
版
に
近
い
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。

・
教
（

・

・

）
金
沢
本
の
字
体
は
、「
教
」（
旧
字
体
）
で
あ
り
、
こ
れ

２９０

２９４

３０２

は
、
開
成
石
経
と
一
致
し
、
宋
版
も
お
お
む
ね
同
じ
。
し
か
し
、
中
国
の
初

唐
資
料
お
よ
び
、
日
本
の
写
本
資
料
で
は
、「
教
」（
常
用
漢
字
体
）
が
一
般

で
あ
り
、
日
本
書
紀
の
版
本
ま
で
続
い
て
い
る
。

・
起
（

）
四
例
あ
る
う
ち
の
一
例
が
、
開
成
石
経
体
に
し
た
が
っ
て
い
る

２６５

（
次
章
、
十
二
参
照
）。

十
二

字
体
に
ゆ
れ
の
あ
る
字

金
沢
本
長
恨
歌
は
、
均
一
に
書
写
さ
れ
て
い
る
（
少
な
く
と
も
、
意
図
的
に
字

体
を
変
更
し
た
と
観
察
で
き
る
箇
所
は
な
い
）。
し
か
し
、
中
に
一
部
、
字
体
の

ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

・
起
（

・

・

・

）
四
例
あ
り
、
字
体
の
ゆ
れ
が
あ
る
。
一
例
の
み

２６５

２６７

２９２

２９５

（

）
字
の
右
側
を
「
巳
」
に
つ
く
る
。
他
の
三
例
（

・

・

）
は

２６５

２６７

２９２

２９５

「
尺
」
に
つ
く
る
。「
巳
」
に
つ
く
る
字
体
は
、
開
成
石
経
・
宋
版
に
お
い
て

統
一
的
で
あ
る
。
一
方
、
初
唐
写
本
や
日
本
写
本
の
資
料
群
で
は
、「
尺
」
に
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つ
く
る
事
例
と
「
巳
」
に
つ
く
る
事
例
が
混
雑
し
て
、
統
一
が
と
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
石
塚
字
体
基
準
と
は
反
対
の
傾
向
に
あ
る
。
だ
が
、「
走
」
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
開
成
石
経
・
宋
版
は
、
明
確
に
「
走
」
で
あ
る
が
、
初

唐
写
本
や
日
本
写
本
で
は
、「
之
」
の
ご
と
く
書
き
、
金
沢
本
も
同
様
で
あ
る
。

・
愛
（

・

）

は
現
行
の
通
行
の
字
体
で
書
い
て
あ
る
が
、

は
「
心
」

２６８

２９９

２６８

２９９

が
な
い
。

・
秋
（

・

・

）

・

は
右
旁
「
火
」
に
「
ヽ
」
を
付
加
し
て
「
犬
」

２８４

２８４

２８６

２８４

２８６

に
す
る
。

十
三

金
沢
本
独
自
の
文
字

Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
石
塚
字
体
基
準
で
見
た
場
合
、
金
沢
本
が
独
自
の
字
体
で
書
い
て
い

る
と
判
断
で
き
る
例
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
字
体
の
誤
認
識
・
誤
写
と
お
ぼ
し

き
も
の
で
あ
る
が
、
次
に
し
め
す
よ
う
な
例
は
、
金
沢
本
の
独
自
の
筆
写
字
体
と

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・
門
（

・

・

）
金
沢
本
は
、
門
お
よ
び
「
も
ん
が
ま
え
」
を
、
す
べ
て
、

２７０

２７４

２８２

「
冂
」
の
ご
と
く
略
し
て
書
く
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、
基
本
的
に
す
べ
て
「
門
」。

部
首
と
し
て
「
門
」
に
な
る
文
字
を
検
索
し
て
み
る
と
、
略
し
て
書
い
て
あ

D12767
D12783

る
事
例
は
、「
門
＋
兪
」（

）「
闕
」（

）
の
図
書
寮
本
日
本
書

紀
の
み
の
各
一
例
で
あ
る
。

「
門
」
単
独
で
は
な
く
、
部
首
と
し
て
も
つ
文
字
は
次
の
ご
と
く
で
あ
り
、

す
べ
て
「
冂
」
と
書
く
。
閑
（

）・
聞
（

・

・

・

）・
閣
（

）・

２６８

２７２

２７９

２９２

２９４

２７７

開
（

・

）・
間
（

・

）・
闕
（

）

２８４

２９６

２９２

３０２

２９４

し
か
し
、
行
間
の
校
異
書
き
入
れ
を
み
る
と
、
閨
（

・
摺
本
）
と
閤
（

・

２６３

２７７

イ
）
で
は
、
通
常
の
「
門
」
に
書
い
て
あ
る
。
行
間
に
よ
り
小
さ
く
書
く
必

要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
略
し
た
書
き
方
に
な
っ
て
い
な
い
。

・
国
（

）
現
在
の
日
本
の
常
用
漢
字
体
で
あ
る
「
国
」
に
書
い
て
い
る
。

２６２

「
國
」
で
は
な
い
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
事
例
は
す
べ
て
「
國
」
で
あ
る
。

十
四

そ
の
他
の
文
字
に
つ
い
て

そ
の
他
、
金
沢
本
の
書
写
に
お
い
て
、
興
味
あ
る
と
観
察
さ
れ
る
事
例
に
つ
い

て
述
べ
る
。

・
涙
（

・

・

）・
泪
（

）「
涙
」
は
三
例
あ
る
が
、
字
体
に
ゆ
れ
は
な

２７６

２８３

２９８

２９８

い
。「
泪
」（

）
は
、
本
文
の
涙
に
つ
い
て
、
摺
本
と
の
校
異
と
し
て
、
一

２９８

箇
所
の
み
に
行
間
に
記
入
さ
れ
る
も
の
。
こ
の
二
字
と
も
に
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、

涙
に
統
合
し
て
あ
り
、
ま
た
、
事
例
が
乏
し
い
の
で
判
定
は
不
可
と
し
た
。

だ
が
、「
涙
」
に
対
し
て
「
泪
」
を
、
異
な
る
文
字
と
認
定
し
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
箇
所
、
南
宋
紹
興
本
・
日
本
那
波
本
は
、「
涙
」

に
つ
く
る
。

・
与
（

）
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、「
與
」
と
統
合
。
開
成
石
経
・
宋
版
は
、
す
べ
て

２８８

「
與
」。
初
唐
写
本
や
日
本
写
本
資
料
で
は
、「
與
」
と
「
与
」
が
混
在
。
日

本
書
記
で
は
、
写
本
は
す
べ
て
「
与
」
で
あ
る
が
、
版
本
以
降
は
「
與
」
に

統
一
さ
れ
る
。
石
塚
字
体
基
準
に
し
が
た
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

・
無
（

・

・

・

・

・

・

・

・

）
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、「
無
」
と

２６４

２６５

２６８

２７５

２７５

２７８

２９２

３０４

３０５

「
无
」
を
統
合
。
使
用
例
の
多
い
文
字
で
あ
る
が
、
金
沢
本
の
字
体
に
ゆ
れ

は
観
察
で
き
な
い
。「
れ
っ
か
（
部
首
＝
火
）」
の
部
分
は
、
統
一
的
に
「
一
」

の
ご
と
く
直
線
で
書
く
。
こ
の
「
無
」
の
異
体
字
と
し
て
「
无
」
が
あ
る
。
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長
恨
歌
本
文
は
す
べ
て
「
無
」
で
書
い
て
あ
る
。
摺
本
と
の
校
異
「
對
此
如

何
不
涙
」
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
注
記
で
「
摺
本
无
」

と
「
无
」
が
使
用
し
て
あ
る
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
と
比
較
す
る
と
、
初
唐
写
本
で
は

「
无
」
が
多
い
、
開
成
石
経
・
宋
版
で
は
「
無
」
に
統
一
、
日
本
写
本
で
は

「
无
」「
無
」
が
混
用
。
日
本
書
紀
版
本
で
は
「
無
」
に
統
一
、
と
な
っ
て
い

る
。
金
沢
本
の
字
体
は
、
石
塚
字
体
基
準
に
沿
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

・
葉
（

・

）
本
文
で
は
同
一
の
行
で
「
桐
葉
」
と
「
落
葉
」
で
使
用
。「
桐

２８４

２８４

葉
」
の
方
は
、「
葉
」
の
「
世
」
の
部
分
を
「
云
」
の
ご
と
く
に
改
め
て
い
る
。

胡
粉
で
抹
消
し
て
加
筆
。「
落
葉
」
は
、
ま
ず
最
初
の
本
文
は
現
在
通
行
の

字
体
の
「
世
」
で
書
き
「
宮
葉
」
と
し
、
そ
の
後
、
右
行
間
に
「
云
」
と
し

た
文
字
を
、「
落
葉
」
と
し
て
書
き
入
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
行
間
の

校
異
と
一
緒
に
、
本
文
を
胡
粉
で
抹
消
し
て
「
云
」
に
し
て
い
る
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ

と
比
較
す
る
と
、
金
沢
本
の
字
は
、
開
成
石
経
論
語
に
ほ
ぼ
近
い
。
だ
が
、

そ
の
他
の
中
国
・
日
本
の
写
本
資
料
で
は
、
現
行
の
「
葉
」
の
よ
う
に
書
く

か
、「
世
」
の
部
分
を
、
そ
の
異
体
字
「
丗
」
で
書
い
て
い
る
。

・
舊
（

・

・

）
Ｈ
Ｎ
Ｇ
で
は
、
日
本
の
デ
ー
タ
が
無
い
の
で
判
定
不
可

２８２

２８８

３００

と
し
た
文
字
で
あ
る
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
は
、「
舊
」
と
し
て
「
臼
」
を
書
い
て
あ
る
。

し
か
し
、
金
沢
本
で
は
、
こ
の
「
臼
」
の
部
分
が
「
旧
」
と
な
っ
て
い
る
。

・
宮
（

・

・

・

・

・

・

）

２６４

２６８

２７１

２７９

２８４

２８４

２９９

・
高
（

・

）

２６７

２７１

「
宮
」
や
「
高
」
は
、
現
在
の
通
行
の
字
体
で
は
な
い
。「
宮
」
は
「
ノ
」
が

な
く
「
口
」
が
上
下
に
な
ら
ぶ
だ
け
で
あ
る
し
、「
高
」
は
「
は
し
ご
だ
か
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
金
沢
本
が
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
す
べ
て
一
致
し
て
お
り
、

む
し
ろ
、
現
在
の
通
行
字
体
の
方
が
、
文
字
史
の
う
え
か
ら
は
特
別
な
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
が
確
認
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
沢
本
の
書
写

字
体
が
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
伝
統
的
書
写
字
体
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。

そ
の
他
、
厳
格
な
規
範
意
識
を
も
っ
て
観
察
す
れ
ば
、
問
題
と
な
る
文
字
が
い

く
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
金
沢
本
書
写
に
お
い
て
の
独
自
の
字
体
の
誤
認
識
（
誤

写
・
誤
字
）
で
あ
ろ
う
と
推
察
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
後
、
資
料

が
多
く
な
れ
ば
、
同
様
の
事
例
が
み
つ
か
る
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

十
五

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

以
上
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
書
写
字
体
の
実
態
に
つ
い
て
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
を
も
ち
い
た

調
査
の
結
果
を
の
べ
た
。
本
稿
の
意
図
と
結
論
お
よ
び
課
題
を
あ
ら
た
め
て
整
理

す
る
と
、

一
、
金
沢
本
長
恨
歌
の
書
写
字
体
は
、
当
時
（
鎌
倉
初
期
）
の
き
わ
め
て
一
般

的
な
字
体
で
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
石
塚
字
体
基
準
（
日
本
の
標
準
字
体
は

初
唐
標
準
に
基
づ
く
）
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
現
代
の
規
範
的
な
正
字
の
基

準
か
ら
す
れ
ば
、
異
体
字
・
俗
字
と
な
る
も
の
は
、
逆
に
、
か
つ
て
の
標
準

字
体
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
標
準
字
体
は
、
中
国
初
唐
期
の
も
の

を
継
承
す
る
。
一
方
、
中
国
で
は
中
唐
～
晩
唐
期
の
開
成
石
経
に
お
い
て
、

新
た
な
字
体
規
範
が
確
立
し
宋
版
へ
と
つ
な
が
る
。

二
、
資
料
と
し
た
金
沢
本
長
恨
歌
の
祖
本
は
、
白
居
易
の
同
時
代
に
日
本
に
伝

来
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
、
宋
版
以
前
の
旧
鈔
本
系
の
古
い
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
。
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三
、
こ
の
時
代
は
、
同
時
に
開
成
石
経
の
成
立
期
で
も
あ
り
、
公
的
な
新
た
な

字
体
規
範
が
確
立
さ
れ
た
時
で
も
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
、
金
沢
本
長
恨
歌
は
、

開
成
石
経
字
体
で
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
の
系
統
と
、
文

字
の
字
体
の
系
統
は
、
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

１
．
白
氏
文
集
の
原
本
は
、
開
成
石
経
字
体
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
日
本
へ

の
伝
来
の
後
、
書
写
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
標
準
の
字
体
（
白

居
易
よ
り
以
前
の
初
唐
期
の
標
準
）
に
、
全
体
的
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。

２
．
白
氏
文
集
の
原
本
は
、
開
成
石
経
字
体
で
は
な
か
っ
た
。
私
的
に
文
学

作
品
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
公
的
な
文
書
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
そ
の
当
時
、
ま
だ
日
常
的
に
通
用
し
て
い
た
初
唐
期
以
来
の
字
体

で
書
き
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
日
本
に
つ
た
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
標

準
で
も
あ
っ
た
。
金
沢
本
は
、
そ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。

筆
者
に
は
、
こ
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
少
な
く
と
も
、
現
時
点
に
お
い
て
、
仮
説
と
し
て
は
、
こ
の
い
ず
れ

か
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ほ
ぼ
断
言
で
き
よ
う
。

五
、
右
の
仮
説
を
確
実
に
提
言
で
き
る
の
は
、
ひ
と
え
に
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
利
用
に
よ

る
。
Ｈ
Ｎ
Ｇ
は
、
個
別
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
個
々
の
文
字
の
字
体
史
資
料
画

像
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
献
全
体
に
適
用
す
る
と
き
、
そ

の
文
献
資
料
の
書
写
・
伝
来
の
経
緯
の
研
究
に
も
有
効
な
デ
ー
タ
を
提
供
し

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
学
術
的
価
値
は
、
き
わ
め
て
高
い
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
作
成
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
石
塚
字
体
基
準
の
漢
字
字

体
の
変
遷
モ
デ
ル
と
し
て
の
有
効
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

六
、
太
田
次
男
は
、
宋
版
本
お
よ
び
金
沢
文
庫
本
の
全
体
に
わ
た
る
調
査
か
ら
、

所
謂
「
俗
字
」
が
日
常
的
に
継
続
的
に
使
わ
れ
続
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
結

論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
結
論
は
、
お
そ
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
今
日
の
通
行
の
標
準
字
体
を
も
と
に
し
、
特
に
『
干
禄
字
書
』
を

基
準
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
な
ど
の
新
し
い
ツ
ー
ル
（
文
字

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
い
わ
ば
工
具
書
）
が
整
い
、
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
画
像
処
理
技
術
が
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
新
た
な

視
点
と
方
法
に
よ
り
、
文
字
史
研
究
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

七
、
今
回
の
調
査
は
、
長
恨
歌
と
い
う
著
名
で
は
あ
る
が
少
量
の
資
料
に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
金
沢
本
の
各
巻
ご
と
の
全
般
的
な
調
査
が
必
要
で

あ
る
。
金
沢
本
は
巻
ご
と
に
書
写
の
事
情
が
異
な
り
、
特
に
宋
版
と
の
異
同

が
重
要
な
点
と
な
る
。
ま
た
、
金
沢
本
以
外
の
神
田
本
白
氏
文
集
や
、
他
の

日
本
伝
来
の
唐
鈔
本
に
つ
い
て
も
、
研
究
の
対
象
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
と
き
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
デ
ー
タ
は
き
わ
め
て
利
用
価
値
の
高
い
も
の
で
あ
り
、

将
来
の
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
望
む
と
と
も
に
、
そ
れ
を
利
用
し
た

文
字
と
文
献
の
研
究
が
推
進
す
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
特
に
、
実
際

に
書
写
・
刊
行
さ
れ
た
文
献
資
料
の
文
字
と
、
辞
書
的
な
字
体
規
範
（
古
字

書
の
字
体
に
つ
い
て
の
記
述
や
『
干
禄
字
書
』
な
ど
）
と
を
照
合
す
る
研
究

が
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。

十
六

謝
辞

私
事
に
わ
た
る
が
、
本
稿
の
資
料
と
し
た
、
金
沢
本
白
氏
文
集
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
太
田
次
男
は
、
慶
應
義
塾
大
学
に
お
け
る
筆
者
の
恩
師
で
あ
る
。
そ
の

六
三

立
命
館
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川
静
記
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東
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文
化
研
究
所
紀
要

第
二
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論
文
『
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
字
字
体
に
関
す
る
一
資
料
に
つ
い
て
─
豊
原
奉
重

の
白
氏
文
集
校
訂
作
業
の
復
元
を
繞
っ
て
─
』
が
、
発
表
さ
れ
た
の
は
、
筆
者
が

大
学
院
の
学
生
の
と
き
で
あ
っ
た
。
当
時
、
先
生
よ
り
い
た
だ
い
た
抜
き
刷
り
が

現
在
も
手
元
に
あ
る
。
今
こ
こ
に
、
金
沢
本
白
氏
文
集
を
資
料
と
し
て
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
字
体
史
研
究
に
つ
い
て
さ
さ
や
か
な
論
文
を
発

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
生
の
学
恩
に
、
わ
ず
か
な
り
と
も
こ
た
え
る
こ
と
が
で

き
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
思
う
。

ま
た
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
代
表
で
あ
る
石
塚
晴
通
氏
は
、
大
学
を
異
に
す
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
大
学
院
生
時
代
よ
り
、
訓
点
語
学
会
な
ど
で
種
々
御
教
示
を
た
ま
わ
っ

て
き
た
。
今
回
、
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
も
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
に
つ
い
て
貴
重
な
御
助

言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
も
う
し
あ
げ
る
。
高
田
智
和
氏
（
Ｈ
Ｎ
Ｇ

の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
）
と
は
、
日
頃
よ
り
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
利
用
の
み
な
ら
ず
、
文
字

研
究
全
般
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
御
意
見
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
謝
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

註（
１
）
太
田
次
男
（
一
九
九
七
）
五
〇
六
─
五
五
一
頁
。
な
お
、
こ
の
論
文
の
初
出
は
、

『
史
学
』（
慶
應
義
塾
大
学
）、
第
五
〇
巻
、
一
九
八
〇
年
、
で
あ
る
。

（
２
）
現
時
点
で
漢
字
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
一
般
に
広
く
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
著
名
で
あ
る
。

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
の
石
刻
拓
本
資
料

http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/db-m
achine/im

gsrv/takuhon/

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
木
簡
字
典

http://jiten.nabunken.go.jp/

（
３
）
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｈ
Ｎ
Ｇ
）
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

http://joao-roiz.jp/H
NG/

ま
た
、
Ｈ
Ｎ
Ｇ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
石
塚
晴
通
（
二
〇

〇
五
）
が
あ
る
。

（
４
）
日
本
の
古
写
本
に
つ
い
て
、
仏
教
関
係
写
本
（
古
写
経
類
）
と
日
本
書
紀
は
別

に
あ
つ
か
っ
た
。
仏
教
関
係
資
料
は
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
中
国
に
あ
る
。
し
か

し
、
日
本
書
紀
は
、
基
本
的
に
日
本
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
写
本
と
し
て
書

き
写
す
こ
と
と
、
新
た
に
文
章
（
漢
文
）
を
書
き
表
す
こ
と
は
別
に
考
え
る
べ
き

と
、
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

（
５
）
現
実
的
に
は
、
楷
書
・
行
書
を
ま
じ
え
た
文
献
資
料
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
例

は
、
判
断
に
窮
す
る
。「
れ
っ
か
（
火
）」（
例
え
ば
「
無
」）
に
つ
い
て
、「
ヽ
」

を
独
立
的
に
四
つ
書
く
か
連
続
的
に
「
一
」
の
ご
と
く
書
く
か
、
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
楷
書
・
行
書
に
か
か
わ
る
字
体
差
に
つ
い
て
は
、
金
沢
本
の
書
写
字
体

全
体
を
み
わ
た
し
た
う
え
で
の
判
断
と
し
て
、
包
摂
で
き
る
も
の
と
し
て
あ
つ
か

っ
た
。

参
考
文
献
・
資
料

『
金
沢
文
庫
本

白
氏
文
集
』
全
四
巻
（
一
九
八
三
─
一
九
八
四
）、
川
瀬
一
馬
（
監

修
）、
勉
誠
社

『
文
選

趙
志
集

白
氏
文
集
』
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
（
一
九
八
〇
）、
八
木
書
店

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

貴
重
典
籍
叢
書

文
学
篇

漢
詩
文
』
第
二
十
一
巻

（
二
〇
〇
一
）、
臨
川
書
店

『
白
氏
文
集
』
全
三
巻
（
一
九
七
一
─
一
九
七
三
）、
平
岡
武
夫
・
今
井
清
（
校
訂
）、

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

石
塚
晴
通
（
一
九
九
九
）、「
漢
字
字
体
の
日
本
的
標
準
」、『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
六

巻
第
五
号

石
塚
晴
通
・
豊
島
正
之
・
池
田
証
寿
・
白
井
純
・
高
田
智
和
・
山
口
慶
太
（
二
〇
〇

五
）、「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」、『
日
本
語
の
研
究
』
第
一
巻
第
四
号
、

日
本
語
学
会

石
塚
晴
通
・
池
田
証
寿
・
岡
墻
裕
剛
（
二
〇
〇
六
）、「
漢
字
字
体
規
範
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
そ
の
応
用
」、『
東
洋
学
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用

第
一
七
回
研
究
セ
ミ
ナ

金
沢
文
庫
本
白
氏
文
集
『
長
恨
歌
』
の
漢
字
字
体
の
実
態

六
四



ー
』、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
漢
字
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

太
田
次
男
（
一
九
九
七
）、『
旧
鈔
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』、
勉
誠
社

岡
村
繁
（
二
〇
〇
七
）、『
白
氏
文
集

二
下
』
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院

花
房
英
樹
（
一
九
六
〇
）、『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』、
朋
友
書
店

平
岡
武
夫
（
一
九
九
八
）、『
白
居
易
─
生
涯
と
歳
時
記
─
』、
朋
友
書
店

村
山
吉
廣
（
一
九
九
七
）、『
楊
貴
妃
』、
中
央
公
論
社

六
五

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
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研
究
所
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要
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参考画像など
※金沢本の事例は、影印本よりの影写（筆者による）をスキャンしたもの。

一、HNGの検索結果画面（本稿執筆時）
図１ 「従」

四、開成石経の字体例。
図７ 「棄」２６３行

図６ 「閑」２６８行 三、金沢本独自の字体とおぼしき例。
図５ 「国」２６２行

二、石塚字体基準に合致するもの
図２ 「従」２６７行・２６８行

図４ 「此」２６７行 図３ 「承」２６６行


